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会社概要

株 会 グ

30,000

売上高の推移
(連結）

（百万円）  商 号

 業 種

 設 立

株式会社アグレックス

情報サービス業

1965年9月9日

25,000

 設 立

 事 業 所

 資 本 金

1965年9月9日

東京・大阪・札幌 等、計16ヵ所

1,292百万円

15 000

20,000  代 表 者

 社 員 数

代表取締役社長 上野 昌夫

2,296名 (連結)

10,000

15,000

（2010年9月末現在）

5,000
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サービス内容

ＢＰＯ
ビジネスプロセス

アウトソ シングその他

0.1%

Ｓ Ｉ

アウトソーシング

システム
インテグレーション

ＩＴを活用して、お客様の業務プロセスを
一括して受託するサービス

ＳＩ

30.8%

インテグレ ション

システム構築から運用までを
一貫して支援するサービス

第2四半期

ＢＰＯ

62.9%ＳＳ

第2四半期
連結売上高

13,494百万円

6.2%

Ｓ Ｓ ソフトウェアソリューション

パッケージソフトで課題解決を
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パッケ ジソフトで課題解決を
支援するサービス



ⅠⅠ．．20112011年年33月期第月期第22四半期決算概要四半期決算概要算算
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Ⅰ-１． 2011年3月期第2四半期決算概要

2009年9月 期初予想 2010年9月

金額 前年同期比 金額 金額 前年同期比 前年同期比
主な要因

金額
（百万円）

前年同期比
増減率

金額
（百万円）

金額
（百万円）

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

売上高 12,950 0.4% 13,400 13,494 543 4.2% -

ＢＰＯ 8,122 9.6% 8,283 8,481 358 4.4% 公共関連の大型入力案件を受注
臨床試験支援 保険会社向けIT支援が好調ＢＰＯ 8,122 8,283 8,481 臨床試験支援、保険会社向けIT支援が好調

ＳＳ 914 △6.6% 896 842 △72 △7.9% 名寄せソフト「TRILLIUM」やERPが伸び悩む

保険会社の統合関連案件が好調
ＳＩ 3,895 △13.3% 4,212 4,157 262 6.7% 保険会社の統合関連案件が好調

銀行向けシステム開発需要が回復

その他 17 52.7% 6 12 △5 △29.9% -

営業利益 236 △35.7% 200 290 54 23.1%営業利益 236 △35.7% 200 290 54 23.1%

営業利益率 1.8% 1.5% 2.2%
経常利益 227 △30.7% 200 304 76 33.5%

経常利益率 1.8% 1.5% 2.3%

販管費削減努力の効果等により利益率改善

-

四半期純利益 (損失△） 33 6.9% △ 120 △87 △120 -

四半期純利益率 0.3% △0.9% △0.6%

3.21 △ 11.56 △ 8 38 △ 11.59 -

（特損）事業所移転費用64百万円
（特損）資産除去債務会計基準の適用に伴う過
年度費用110百万円

1株当たり
四半期純利益（円）
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3.21 △ 11.56 △ 8.38四半期純利益（円）



Ⅰ-２． 経常利益分析

AFT影響
その他

19

のれん償却

12

350

400

単位：百万円

273

308

331
350 357

304 304

ｱｸﾞﾚｯｸｽ販管

46

ＴＫＮ影響

35

23 クロノバ影響

△5

ｱｸﾞﾚｯｸｽ粗利

△53
250

300

350

227 227

273

150

200

250

アグレックス粗利増減要因
・ＢＰＯ粗利 △114
・ＳＳ粗利 △56
・ＳＩ粗利 ＋117

100

150

TKN 登録管理ネットワ ク

0

50

前期連結経常利益 ｱｸﾞﾚｯｸｽ販管 ＴＫＮ影響 AFT影響 その他 のれん償却 クロノバ影響 ｱｸﾞﾚｯｸｽ粗利 当期連結経常利益

TKN：登録管理ネットワーク
AFT：アグレックスファインテクノ

2010/9連結
経常利益

2009/9連結
経常利益
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経常利益経常利益



Ⅰ-３． 業種別売上高

単位サ ビス
流通

その他

0.1%

200
365

‐300 ‐200 ‐100 0 100 200 300 400

金融計

損保

前期比 増減額

単位：百万円

損保

20.4%

公共

6.3%

サービス

4.3%

流通

3.5%
0.1%

365
31

‐214
142

‐124
237

41

損保

生保

カード・信販

銀行

その他金融

情報サービス

通信

20.4%

生保

10.3%
製造

製薬

11.3%

41
‐137

185
‐10

0
41

14

通信

製造

製薬

公共

サービス

流通

その他

カード・

信販
12.2%銀行

6.0%

その他

金融
5.3%

通信

2.1%

製造

7.3%

‐14その他

金融：54.2％
情報サー

ビス
10.9%

統合関連案件の受注により損保が増加（前年同期比15.4％増）

インタ ネ トサ ビス企業からの運用受託増加により情報サ ビスが増加
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インターネットサービス企業からの運用受託増加により情報サービスが増加



Ⅰ-４． 受注残高の推移

(百万円)

328
228 19412,000

14,000

11,980 11,974

11,334
11,552

12,560

11,268

1,374
1 351

1,310 1,282
2,966

2,687
1,938

2,137 2,073
2,282

349 156 164

10,000

SI子会社分

6,435 6,771 6,654 6,675 6,740
6,358

500

1,397 1,166 1,629 1,683
1,217

1,299

1,351 1,311

6,000

8,000 SI

SS

BPO子会社分

2 000

4,000

BPO

0

2,000

08/3 08/9 09/3 09/9 10/3 10/9
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ⅡⅡ．．中期経営計画の進捗状況中期経営計画の進捗状況ⅡⅡ 中期経営計画の進捗状況中期経営計画の進捗状況
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Ⅱ-１．中期経営計画 ～概要～

2ndステージ中期経営計画

2009年4月～2012年3月

VPP（Value Process Provider）に向けて成長を促進

新たな成長軌道へスローガン

テーマ

新たな成長軌道ス ガン

計数目標 売上高 営業利益

400億円 30億円

１.競争力のある事業の創出と拡大

（2012年3月期）

事 業 戦 略事 業 戦 略基本方針

400億円 30億円

２.魅力ある成長市場・顧客の開拓と深耕

３ 環境変化に適合する経営管理の推進

顧 客 戦 略顧 客 戦 略

経営管理戦略経営管理戦略
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３.環境変化に適合する経営管理の推進 経営管理戦略経営管理戦略



Ⅱ–２．中期経営計画の進捗状況①

１．事業戦略 競争力のある事業の創出と拡大１．事業戦略 競争力のある事業の創出と拡大

 顧客ニーズを先取りし、新しいサービスを立ち上げる

重点施策 上期の成果と今後の課題

CRO事業をACメディカルに集約
統合効果により

BPO コンサルティング機能を強化し 高度 複合化

 技術・ノウハウを蓄積し、サービスの高度化を推進する

 積極的な内外連携により、事業領域を拡大する

⇒統合効果により
更なる飛躍を期待

BPOデータセンター（システムセンター）の
BPO ・コンサルティング機能を強化し、高度・複合化

したサービス提供力を強化

・システムセンターを活用した高付加価値サー
ビスの拡大
・CRO分野の事業基盤拡大

BPOデ タセンタ （システムセンタ ）の
東西2拠点体制を確立
⇒DR*体制や高付加価値BPOを強化

*ディザスタリカバリ、災害時の被害からの回復措置、
あるいは被害を最小限に抑えるための予防措置

SS ・新たな柱となるCRM商品の創出
・CRM分野の商品・ノウハウを活用したサービス
展開を強化

限

CRM分野の商品ラインアップを拡充
・Publization（全国各種団体名艦マスター）
・Corporation（全国企業情報マスター）

S I

展開を強化

・得意とする金融マーケットの拡大

・収益性・継続性の高い保守・運用ビジネスの

・ADOシリーズ（住所マスターのオプション製品群）

Oracle CRM On Demandによるオラクル社と
の協業によりCRMビジネスを強化
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強化
の協業により ジネスを強化



Ⅱ–３．中期経営計画の進捗状況②

２．顧客戦略 魅力ある成長市場・顧客の開拓と深耕２．顧客戦略 魅力ある成長市場・顧客の開拓と深耕

上期の成果と今後の課題

 成長性の高い市場に注力する

重点施策

製薬業界を注力分野とし、CRO事業拡大に向け
た再編を実施

 顧客に密着したアカウント営業を強化する

再編を実施
⇒10月1日、ACメディカル営業開始

営業シナジー会を新設
⇒全社レベルで重要顧客の最新情報を共有

３．経営管理戦略 環境変化に適合する経営管理の推進３．経営管理戦略 環境変化に適合する経営管理の推進

 組織・体制を整備し、経営全般にわたる効
率と品質を高める

重点施策 上期の成果と今後の課題

システム技術統括部を設置
⇒品質管理、PMO等によりプロジェクト支援を強化率と品質を高める

 人材を育成し、組織の活力と事業の推進
力を高める

 経営情報インフラを整備し、全社における

品質管理、 等によりプ ジ クト支援を強化

購買管理グループを設置
⇒ITHDと連携し、全社の共同購買活用を推進

経営 ジを開講
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経営情報イ ラを整備 、 社 おける
活用度を高める 経営カレッジを開講

⇒次世代の経営幹部育成に注力



Ⅱ–４．トピックス①

2010年10月 ACメディカル事業開始2010年10月 ACメディカル事業開始

年 バを 合併 デ 事業 始2010年10月 クロノバを吸収合併しACメディカルとして事業開始

2011年 1月 アグレックスCRO事業部を統合

アグレックスの強み クロノバの強み  商 号 ＡＣメディカル株式会社

営業力
ＩＴ力

専門能力
経験

データ処理、ITなど モニタリング業務など

融合化融合化

 所 在 地

 代 表 者

 事業内容

 資 本 金

東京都新宿区西新宿2-6-1 新宿住友ビル

代表取締役社長 齋藤 憲二

医薬品および医療機器等の開発・販売支援事業

1億円（アグレックス100％出資）

マネジメント力 ノウハウ  設立年月

 決算期

平成22年5月

3月
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Ⅱ–５．トピックス②

大阪シ ムセ タ を開設
関西版 BPO

2010年10月 大阪システムセンターを開設 データセンター

機械設備を活かした高付加価値BPOサービスの拡大を
目的に、「大阪システムセンター」を開設

システムセンター（東京都町田市）と東西２拠点体制により
DR（ディザスタリカバリ）体制を強化

2010年9月 仙台センターを開設

仙台の２拠点を統合し、新「仙台センター」を開設
低コスト 高効率生産体制の構築 地方拠点整備を促進

を開設
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低コスト・高効率生産体制の構築、地方拠点整備を促進



ⅢⅢ．．20112011年年33月期業績見通し月期業績見通しⅢⅢ 00 年年33月期業績見通し月期業績見通し
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Ⅲ-１． 2011年3月期業績見通し

2010年3月期 2011年3月期 予想

金額 前年同期比 金額 前年同期比 前年同期比
主な要因

金額
（百万円）

前年同期比
増減率

金額
（百万円）

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

売上高 26,590 △0.6% 28,300 1,709 6.4%

ＢＰＯ 16 545 7.8% 17 402 856 5.2% 臨床試験支援や保険会社向けIT支援が引き続
き好調の見込みＢＰＯ 16,545 7.8% 17,402 856 5.2%
き好調の見込み

ＳＳ 1,841 △11.1% 1,760 △81 △4.4% 新商品の投入効果期待も、ソフトウェア投資の
急激な回復は期待できず減収の見込み

ＳＩ 8 170 △12.2% 9 108 937 11.5%
損保や信託銀行の合併・統合案件を中心に引
き続き回復 好調を見込むＳＩ 8,170 △12.2% 9,108 937 11.5% き続き回復・好調を見込む

その他 33 47.6% 30 △3 △11.6%

営業利益 656 △37.0% 900 243 37.1% 共同購買の利用推進等により引き続きコスト削

営業利益率 2.5% 3.2%
経常利益 645 △37.0% 900 254 39.4%

経常利益率 2.4% 3.2%

減を徹底する

当期純利益 91 △73.5% 220 128 141.0%

当期純利益率 0.3% 0.8%

8 79 21 19 12 401株当たり
期純 益（ ）
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8.79 21.19 12.40
当期純利益（円）



ⅣⅣ．．配当方針配当方針ⅣⅣ．．配当方針配当方針
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Ⅳ-１． 配当方針

【基本方針】

将来の事業基盤拡大に備えた内部留保と財務体質の強化を将来の事業基盤拡大に備えた内部留保と財務体質の強化を
図りながら、株主の皆様に対する継続的で安定的な配当を実施する。

25.00

30.00
(円) 記念配当 普通配当

25 00 26 00 26 00 26 00

2.00

15.00

20.00

18.75 20.00
25.00 26.00 26.00 26.00

5.00

10.00

0.00

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3Ｅ
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注） 05年11月18日に1株につき2株の分割を行っております。上記数値に関しましては、遡及修正を行った
場合の数値になります。



ⅤⅤ．．20112011年年33月期第月期第22四半期決算詳細四半期決算詳細算算
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Ⅴ-１． ＢＰＯ 売上高の推移

ＢＰＯ ＢＰＯ（ビジネスプロセスアウトソーシング）売上高の推移

20,000
（百万円）

クロノバ及びACメディカル

（ ジネ アウトソ シ グ）売 高 推移

1,063 1,120 1,144
546

1,523
2,288

14,000

16,000

18,000
登録管理ネットワーク

単体

16,545

15,352

17,402

10,000

12,000

,

12,601 13,139
14,232 13,742 13,901 13,970

4 000

6,000

8,000

0

2,000

4,000

06/3 0 /3 08/3 09/3 10/3 11/3Ｅ
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Ⅴ-２． ＢＰＯ 主なカテゴリー

ＢＰＯ カテゴリー別売上高 （第２四半期、連結）

臨床試験支援

カテ リ 別売 高 （第 四半期、連結）

対前年同期比増減額 (百万円)

事務・業務管

理サービス
3,282
39%

コンタクトサー

ビス

サービス
1,488
18%

‐108

‐3

事務・業務管理サービス

データプロセッシングサービス ※１

データプロ

セッシング

サービス

2,142
25%

1,568
18%

3

280コンタクトサービス ※２

25%

ＢＰＯ計 8,481 百万円

190臨床試験支援サービス

※１ データ入力業務、プリンティング・メーリング業務を含む

生損保向けのIT支援業務の好調によりコンタクトサービスが大幅増（前年同期比21.8％増加）

臨床試験支援サ ビスは アグレックス単体を中心に大きく増加

※２ ＩＴ支援業務、コールセンター業務を含む
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臨床試験支援サービスは、アグレックス単体を中心に大きく増加



Ⅴ-３． ＳＳ 売上高の推移

ＳＳ ＳＳ（ソフトウェアソリューション）売上高の推移

2,500

（百万円） その他 基幹業務分野 CRM分野

（ソ トウ アソリ ショ ）売 高 推移

587

109
132

165
122

94

2,000 1,841
1,760

2,164
2,091

2,262

2,071

843 547
587

483
405 268

94
115

1,500

,

1,410 1,509 1,465 1 341 1,375

1,000

※次ページ
CRM分野の内訳1,211

, 1,341 1,375

500
CRM分野の内訳
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Ⅴ-４． ＳＳ ＣＲＭ分野の売上高推移

ＳＳ ＣＲＭ分野の売上高推移

（百万円） TRILLIUM群 APシリーズ群 データベース群

分野 売 高推移

517 457

1,400

1,600

1,341 1,375

1,211

1,410

1,509
1,465

*TRILLIUM(トリリアム)

340

451
517 457

352
310

800

1,000

1,200
, *TRILLIUM(トリリアム)

データクレンジング・名寄せツール

*ＡＰシリーズ

451
506 531 487 485 549

400

600

800
リ

全国住所マスター「ADDRESS」を
活用するためのパッケージ商品

420 452 460 520 502 514

0

200

400

23Copyright © 2010 AGREX INC. All Rights Reserved.

0
06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3Ｅ



Ⅴ-５． ＳＩ 売上高の推移

ＳＩ ＳＩ（システムインテグレーション）売上高の推移

12,000

（百万円） 金融 金融以外 子会社分 アプラス

（シ テ イ テグ ショ ）売 高 推移

1 215 1,197 868

10,000

8,170

9,108

7 720

9,036 9,301

3,226 3,172

3,327 3,358

3,006

8,240657

1,215
826

6,000

8,000
,

7,224
7,720

3,998 3,890
4,493 4,745

4,337

2 000

4,000

1,632
945 923 761 711 660

0

2,000

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3Ｅ
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Ⅴ-６．連結貸借対照表（要約）

2010年3月 2010年9月 比較増減 

（百万円）

資産合計 12,950 12,741 △ 208

　　流動資産 8,357 8,207 △ 150

有形・無形固定資産 2 468 2 402 △ 65※2

※１

　有形 無形固定資産 2,468 2,402 △ 65

　　投資その他の資産 2,124 2,132 7

負債合計 4,464 4,476 12

※2

株主資本合計 8,437 8,278 △ 159

評価・換算差額等合計 △ 34 △ 42 △ 7

新株予約権 18 29 10新株予約権 18 29 10

少数株主持分 64 0 △ 64

純資産合計 8,485 8,264 △ 220

※１ 売掛金が前期末比2億50百万円減少

1株当たり純資産 809.48 787.15 △ 22.33

25Copyright © 2010 AGREX INC. All Rights Reserved.

※2 のれんが前期末比1億18百万円減少



Ⅴ-７．連結キャッシュフロー計算書（要約）

2009年9月 2010年9月 比較増減

（百万円）

年 月 年 月 比較増減

営業活動によるキャッシュフロー 797 641 △ 155

投資活動によるキャッシュフロー 20 △ 295 △ 316

財務活動によるキャッシュフロー △ 197 △ 377 △ 179

※１

※2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 619 △ 31 △ 651

現金及び現金同等物の期首残高 2,262 2,972 710

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,882 2,941 59

※１ 有価証券の取得、固定資産の取得等による
※２ 短期借入金の返済、配当金の支払い等による
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※２ 短期借入金の返済、配当金の支払い等による



ⅥⅥ．．グループ各社の状況グループ各社の状況ⅥⅥ グル プ各社の状況グル プ各社の状況
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Ⅵ -１． グループ各社の状況（実績）

■2011年3月期第2四半期 売上高 （百万円）

2009年9 2010年9
会社名

2009年9月
実績

2010年9月
実績

増減額 増減率 主な事業内容

アグレックス（単体） 11,281 11,71211,712 431 3.8%
BPO （ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ）
SS （ｿﾌﾄｳｪｱｿﾘｭｰｼｮﾝ）, ,,
SI （ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ）

アグレックスファインテクノ 422 429429 7 1.7% 技術者派遣

登録管理ネットワーク 555 613613 57 10.4% 自動車所有権登録の事務支援

753 800800 %

アグレックス単体 BPOのIT支援業務、臨床試験支援業務、SIの損保・銀行向け統合案件の好調により増収。

クロノバ 753 800800 47 6.3% CRO業務

アグレックス単体 BPOのIT支援業務、臨床試験支援業務、SIの損保 銀行向け統合案件の好調により増収。

ｱｸﾞﾚｯｸｽﾌｧｲﾝﾃｸﾉ グループ協業の促進等により回復途中。

登録管理ﾈｯﾄﾜｰｸ 減税・補助金制度による新車市場の活性化の影響もあり、好調を維持。

ク ノバ 大型案件の受注等により回復
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クロノバ 大型案件の受注等により回復。



Ⅵ –２． グループ各社の見通し

■2011年3月期 売上高見通し

2010年3 2011年3

（百万円）

会社名
2010年3月

実績
2011年3月

見通し
増減額 増減率

アグレックス（単体） 23,119 24,00024,000 880 3.8%
ク バアグレックス, ,,

アグレックスファインテクノ 897 930930 32 3.6%

クロノバアグレックス
CRO事業部

登録管理ネットワーク 1,141 1,1701,170 28 2.5%

ＡＣメディカル （1 549） 2 3102 310
※ACメディカルの見通しは、アグ
レ クスCRO事業部の第4四半

ACメディカル

アグレックス単体は、下期も引き続きBPOのIT支援業務や、SIの損保・銀行向け統合案件の好調により

ＡＣメディカル
（2010年3月実績はクロノバの売上高）

（1,549） 2,3102,310 － － レックスCRO事業部の第4四半
期売上高3.7億円を含む。

増収の見込み。

子会社は各社とも回復基調。
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本資料についてのご注意本資料についてのご注意本資料についてのご注意本資料についてのご注意

本資料に記載されている株式会社アグレックスの将来に関する見通しは、過去の事実ではないた本資料に記載されている株式会社アグレックスの将来に関する見通しは、過去の事実ではないた
めに不確定なリスク要因を含んでおります。したがって、実際の結果は様々な要因によって見通しとめに不確定なリスク要因を含んでおります。したがって、実際の結果は様々な要因によって見通しと
大きく異なる可能性がありうるということをご了承ください。大きく異なる可能性がありうるということをご了承ください。
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